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ごあいさつ

　東は太平洋に面し、西は阿武隈山系が連なる山々、関根川と花貫川の清流は、肥沃
な大地とともに、ふるさとの原風景を今に伝えています。また、先人から受け継がれ
てきた数々の地域資源は、今も時を超えて、いにしえの歴史を静かに語りかけてきま
す。
　昭和29年11月23日に、高萩町、松岡町、高岡村の2町1村と黒前村及び櫛形村の
一部が合併し高萩市が誕生しました。
　市制施行70周年を迎えた今、恵まれた自然環境と歴史を活かした『市民主役のまち
づくり』が進められています。
　70年を振り返ると、林業、農業及び炭鉱を基盤として発展してまいりましたが、
昭和40年代のエネルギー革命により、燃料の主流が石炭から石油等に転換されたこ
とによる炭鉱の閉山をはじめとした、いくつかの困難な時代もありました。そのよう
な中、工業団地の整備を進めるなど産業転換を図り、幾多の困難を乗り越え、継続し
て発展してきたことは、多くの先人の不断の努力と知恵によるものであります。
　そして、その歴史の中に息づく思いを受け継ぎ、市民の皆さんと共に築き上げてき
たのが今日の高萩市です。
　この節目の年に市政を預かる私は、市民の目線に立って、真に必要な施策に取り組
んで行かなければならないという強い想いがあります。
　本市を取り巻く環境は、少子高齢化の進行、新型コロナウイルス感染症や物価高騰
の影響による経済活動の停滞、就労形態の変化、人々の価値観の多様化など、大きく
変化し続けています。社会の在り方や仕組みが移り変わる中で、「誰一人取り残さな
い」というSDGsの理念を基に、あらゆる課題に迅速かつ的確に対応し、誰もが住み
やすい地域社会の実現を目指すことが、新たな時代への対応であると考えております。
　今後もさまざまな視点から政策課題を克服するための取り組みを進め、安心して暮
らすことのできるまちづくりを皆様方とともに推進し、未来を担う世代に持続可能な
社会を引き継いでまいります。
　この度、私たちの高萩市を知っていただくため、市制施行70周年記念・市勢要覧
特別版を発行しました。多くの皆様にとって、高萩市の過去、現在、そして未来をご
理解いただく一助となれば幸いです。
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高萩市市制施行 70 周年記念・市勢要覧特別版

高萩市市民憲章

わたくしたちは、阿武隈の山なみを仰ぎ、太平洋の海ばらを望む自然に恵まれ、
歴史と伝統に輝く高萩の市民です。
わたくしたちは、高萩市民であることに誇りをもち、先人のあゆみをうけつぎ
若い力を伸ばしながら、住みよい、希望にみちたまちをつくるために、この憲章
を定めます。

1　自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。
1　きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。
1　礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう。
1　元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。
1　思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。
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昭
和
29
年(

1
9
5
4) 	

11
月
23
日	

高
萩
町
、
松
岡
町
、
高
岡
村
の
２
町
１
村
と
黒
前
村
及
び

櫛
形
村
の
一
部
が
合
併
し
て「
高
萩
市
」が
誕
生

　
　

30
年(

1
9
5
5) 	

5
月	

高
萩
市
制
祝
賀
式
典
を
挙
行

	

9
月	

「
高
萩
市
生
活
改
善（
市
報
た
か
は
ぎ
）」第
1
号
を
発
行

　
　

33
年(

1
9
5
8) 	

8
月	

本
町
に
市
役
所
庁
舎
が
完
成

　
　

38
年(

1
9
6
3) 	

11
月	

Ｋ
Ｄ
Ｄ
（
現
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
が
茨
城
宇
宙
通
信
実
験
所
を
開

設
し
、
日
米
間
テ
レ
ビ
中
継
に
成
功

		


「
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
暗
殺
の
悲
報
」を
受
信

　
　

40
年(

1
9
6
5) 	

4
月	

高
萩
市
消
防
本
部（
署
）が
発
足

　
　

41
年(

1
9
6
6) 	

7
月	

高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
が
オ
ー
プ
ン

　
　

42
年(

1
9
6
7) 	

2
月	

高
萩
炭
鉱
株
式
会
社
、
高
萩
鉱
閉
山
宣
言
・
8
月
閉
山

	

3
月	

高
萩
家
畜
市
場
最
後
の
馬
市
を
開
催（
以
後
、
牛
市
）

　
　

49
年(

1
9
7
4) 	

3
月	

市
の
花「
は
ぎ
」市
の
木「
ま
つ
」市
の
鳥「
き
じ
」を
制
定

	

11
月	

市
民
憲
章
を
制
定

　
　

51
年(

1
9
7
6) 	

5
月	

昭
和
天
皇·

皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て

		


「
第
27
回
全
国
植
樹
祭
お
手
ま
き
行
事
」を
開
催

　
　

59
年(

1
9
8
4) 	

4
月	

高
萩·

北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業
団
が
設
立

　
　

62
年(

1
9
8
7) 	

8
月	

高
萩
家
畜
市
場
最
後
の
牛
市
を
開
催

　
　

63
年(

1
9
8
8) 	

3
月	

常
磐
自
動
車
道
、
高
萩
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通

平
成
元
年(

1
9
8
9) 	

1
月	

「
穂
積
家
住
宅
」が
県
文
化
財
に
指
定

	

4
月	

山
形
県
新
庄
市
と
友
好
都
市
の
盟
約
調
印

　
　

3
年(

1
9
9
1) 	

11
月	

花
貫
渓
谷「
汐
見
滝
吊
り
橋
」が
完
成

　
　

8
年(

1
9
9
6) 	

7
月	

高
戸
小
浜
海
岸
が「
日
本
の
渚
・
百
選
」に
選
定　

　
　

11
年(

1
9
9
9) 	

1
月	

「
松
岩
寺
の
山
桜
」が
県
文
化
財（
天
然
記
念
物
）に
指
定

	

10
月	

花
貫
川
第
一
発
電
所
第
三
水
路
橋(

通
称
「
め
が
ね
橋
」)

が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録　
　

　
　

12
年(

2
0
0
0) 	

8
月	

高
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

	

12
月	

高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
閉
鎖

　
　

14
年(

2
0
0
2) 	

5
月	

日
本
加
工
製
紙
株
式
会
社
が
自
己
破
産

　
　

15
年(

2
0
0
3) 	

11
月	

埼
玉
県
飯
能
市
と
友
好
都
市
の
盟
約
調
印

　
　

17
年(

2
0
0
5) 	

4
月	

内
閣
府
に
よ
る
構
造
改
革
特
区
を
活
用
し
、「
ウ
ィ
ザ
ス

高
等
学
校
」(

現
、
第
一
学
院
高
等
学
校)

が
開
校

　
　

	

11
月	

国
土
交
通
省
が
土
岳
を「
関
東
富
士
見
百
景
」に
選
定

次世代へ誇りをもって伝承できる持続可能な地域づくりを目指し、
高萩市はさらなる歩みを続けます。

　
　

19
年(

2
0
0
7) 	

3
月	

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
茨
城
衛
星
通
信
セ
ン
タ
ー
閉
所
式

		


44
年
の
歴
史
に
幕

　
　

20
年(

2
0
0
8) 	

3
月	

高
萩
工
業
高
校
、
松
丘
高
校
が
閉
校
し
高
萩
清
松
高
校
創
立

　
　

21
年(

2
0
0
9) 	

6
月	

茨
城
衛
星
通
信
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
茨
城
大
学
宇
宙
科
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
宇
宙
電
波
館
が
開
設

　
　

23
年(

2
0
1
1) 	

3
月	

東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
高
萩
市
で
震
度
6
強
を
観
測

	

6
月	

臨
時
災
害
放
送
局「
た
か
は
ぎ
災
害
Ｆ
Ｍ
」が
開
局

　
　

24
年(

2
0
1
2) 	

10
月	

仮
設
庁
舎
で
市
役
所
業
務
を
開
始

　
　

25
年(

2
0
1
3) 	

4
月	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ「
た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
」が
開
局

	

5
月	

常
陸
国
風
土
記
勅
撰
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業
開
催

	

9
月	

高
萩
工
業
高
校
跡
地
に
、
明
秀
学
園
日
立
高
校「
明
高
館
」が
完
成

　
　

29
年(

2
0
1
7) 	

3
月	

君
田
小
学
校
・
中
学
校
が
閉
校

	

8
月	

「
高
萩
ス
カ
ウ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」が
オ
ー
プ
ン

	

9
月	

市
役
所
新
庁
舎
が
完
成

　
　

30
年(

2
0
1
8) 	

7
月	

東
京
日
比
谷
で
長
久
保
赤
水
特
別
展
示

		


郷
土
の
先
人
の
功
績
を
全
国
に
発
信

	

8
月	

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
試
験
運
行
開
始（
山
間
地
）

	

12
月	

旧
君
田
小
学
校
・
中
学
校
跡
地
に
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

「
高
萩
ユ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
」 

が
開
所

令
和
元
年(

2
0
1
9) 	

7
月	

「
は
ぎ
ビ
レ
ッ
ジ
」が
オ
ー
プ
ン

	

10
月	

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体(

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・

軟
式
野
球)

が
開
催

　
　

2
年(

2
0
2
0) 	

2
月	

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
試
験
運
行
開
始

		


（
高
戸
常
磐
線
東
・
赤
浜
地
区
）

	

9
月	

長
久
保
赤
水
関
係
資
料
（
六
九
三
点
）
が
国
の
重
要
文
化

財
指
定

　
　

3
年(

2
0
2
1)	

4
月	

市
立
図
書
館
が
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て

		


文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

	

10
月	

た
か
は
ぎ
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
　

4
年(

2
0
2
2)	

4
月	

市
立
た
か
は
ぎ
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園

	

10
月	

「
Ｍ
ｙ 

Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ 

の
る
る
」本
格
運
行
開
始

　
　

5
年(

2
0
2
3)	

4
月	

北
茨
城
市
と
共
同
設
置
し
た
高
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
稼
働

　
　

6
年(

2
0
2
4)	

4
月	

中
央
公
民
館
を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転

高
萩
市

70
年
の

あ
ゆ
み

創刊号からの市報が、
いつでも、どこでも

見られます。

市報デジタル
アーカイブ
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避難などの状況

【市災害対策本部の設置】平成23年3月11日午後2時50分
【避難勧告発令】平成23年3月11日午後2時50分
【避難勧告解除】平成23年3月13日午後5時58分
【避  難  箇  所】14箇所
【避  難  者  数】4,845人

避難状況と支援状況

(1)避難誘導
　・避難所：14箇所開設　避難者数：最大時4,845人
(2)救援物資件数　261件
　・主な物資：米6,000㎏、水500㎖×86,000本、
　　　　　 　 非常食58,000食ほか
(3)人的支援
　自衛隊、飯能市、新庄市、境町、狭山市、入間市、
　海津市、犬山市、新宮市、田辺市、守谷市、戸田市、
　滑川町、東松山市、所沢市、茨城県、
　日本医師会災害医療チーム、北九州市医師会、　
　多賀医師会、茨城県看護協会　ほか
(4)支援金・義援金
　1,010件　212,626,384円 

被害状況

(1)人的被害　死者１名、重傷者２名、 軽傷者18名　計21名
(2)建物被害
　　全壊222棟、大規模半壊205棟、半壊971棟、
　　一部損壊4,305棟
(3)道路被害　市道通行止め23路線、県道通行止め３箇所
(4)上水道被害　市内全域で断水　３月23日全線通水
(5)工業用水道被害　市内全域で断水　４月13日全線通水
(6)電気被害　市内全域で停電　３月15日全域通電
(7)津波被害　床上浸水10件、　床下浸水18件
　　　　　　　（津波による河川からの逆流等）
　　　　　　　・赤浜は防波堤を超え、農地に浸水
　　　　　　　・前浜は防波堤を超える波
　　　　　　　　（防潮堤付近に船舶の残骸）
　　　　　　　　※津波の高さは3m程度

地震の状況

【発 生 日 時】平成23年3月11日（金）午後2時46分
【震　源　地】三陸沖北緯38度6.2分、東経142度51.6分
　　　　　　　宮城県牡鹿半島沖約130km付近

【震源の深さ】約24km
【地震の規模】マグニチュード9.0
【震　　　度】高萩市本町6強、安良川6強
【警報などの発表】
平成23年3月11日午後2時49分　茨城県に津波警報発令
平成23年3月11日午後3時14分　大津波警報に切り替え
平成23年3月12日午後8時20分　津波警報に切り替え
平成23年3月13日午前7時30分　津波注意報に切り替え
平成23年3月13日午後5時58分　津波注意報解除

東
日
本

大
震
災

の
記
録

 Archives

地震で崩落した高戸小浜

大谷石の塀、その多くが倒壊

高萩駅前やスーパー駐車場で「復興祈念青空市」を開催

松久保工業団地の東側斜面（赤浜）崩落

倒壊した家屋

約5,000人の市民が避難　学校施設等14箇所で避難所開設

津波で冠水した東小学校の校庭

壁が崩れた市役所第3庁舎 蔵書が落ちた市立図書館の書架

各避難所用に毎食 5,000 食を調理

給水作業、その他さまざまな活動で活
躍した自衛隊

急ピッチで復旧作業を行うJR常磐線
（開通4月7日）

停電、水道管損壊により市内全域が断
水。市内各所に給水車 5台を配置

避難所となった総合福祉センターで炊き
出し配布

M9.0激震の爪痕

復興へ向けて

A
R
C

H
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E
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平成25年11月
復興産業祭

市内の商工業者や団体
など108のブースが参
加し、特産物の展示販
売を行い、大勢の来場
者で賑わいました。

平成30年
高萩ユーフィールド

廃校を活用したドローンスクールを開校。 (一社)日本UAS産業
振興協議会(JUIDA)認定のドローンスクールで、広大なフィール
ドを活用してドローンの操作技術と専門知識が学べ、修了後に
JUIDAの証明書が交付されます。

令和元年7月
Hagi  Village

茨城県最大のダム「小山ダム」のほとりに
誕生した、アウトドアフィールド。カヌー
やサップ、グランピング、釣り、車中泊な
ど豊かな自然を活かしたアクティビティ施
設が集合し、さまざまな自然体験が楽し
めます。令和4年４月

市立たかはぎ認定こども園

「乳幼児期の教育及び保育を一体的に
行い、豊かな人間性と心身の発達を促
す」を教育理念に掲げ、笑顔あふれる
萩っ子の育成を目指しています。

令和4年10月
MyRideのるる 
本格運行

お出かけ前にスマートフォンや電
話で予約でき、従来のバス停以
外でも乗り降りできる便利なバ
ス。運行時間・区域内であれば、
いつでも、だれでも、どこへでも
お連れします。

令和5年4月

高北清掃センター本稼働

平成30年
デマンド型乗合タクシー

山間地 域(旧高岡地区)や高戸常磐 線
東・赤浜地区に予約制デマンド型乗合タ
クシーを導入。固定の運行時間でご利用
いただけます。

平成29年７月
市役所新庁舎竣工

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

～
み
ん
な
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
を
目
指
し
て
～

復
興
へ
の

あ
ゆ
み

20172017

20192019

20222022

20232023

20222022

20182018

20132013

20182018

平成25年
［2013］

平成26年
［2014］

平成27年
［2015］

平成28年
［2016］

平成29年
［2017］

平成30年
［2018］

平成31年
令和元年
［2019］令和2年

［2020］

令和3年
［2021］

令和4年
［2022］

令和5年
［2023］

平成24年
［2012］

A
R
C

H
IV

E
S

9
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［
　
陶
　
芸
　
家
　
］	

下し
も

山や
ま

田だ 

昌し
ょ
う

右う

［
　
書
　
家
　
］	

鈴す
ず

木き 

赫か
く

鳳ほ
う 

［
　
書
　
家
　
］	
時と

き
ざ
き崎 

伍ご

鳳ほ
う

　
「
創
作
が
人
生
の
す
べ
て
」と
語
る
下
山

田
昌
右
氏
。
京
焼
三
星
窯 

和
田
清
氏
と
唐

津
焼 

中
里
太
郎
右
衛
門
氏
に
師
事
。
女
性

の
陶
芸
家
が
少
な
い
時
代
、
門
徒
に
な
る

の
も
難
し
く
、
そ
の
後
も
過
酷
な
修
行
の

道
を
歩
ま
れ
ま
す
。

　

1
9
7
9
年
に
日
展
に
初
入
選
、
以
後

入
選
23
回
、
無
鑑
査
１
回
。
数
々
の
展
覧

会
で
の
受
賞
に
加
え
、
1
9
9
8
年
日
展

で
は
特
選
を
受
賞
。
現
在
は
時
折
の
個
展

や
生
徒
と
と
も
に
企
画
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
野
の
花
に
心
を
と
め
、
多
く
の
人
と

感
動
を
共
に
平
和
な
社
会
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
作
品
を
作
り
続
け
た
い
で
す
」。

　

書
に
囲
ま
れ
て
成
長
し
、
父
で
あ
る
鈴
木
雲う

ん
ぽ
う鳳

氏

と
日
本
芸
術
院
賞
の
殿と

の
む
ら村

藍ら
ん
で
ん田

氏
に
師
事
。

　

1
9
8
9
年
日
展
に
初
入
選
し
て
か
ら
20
回
の
入

選
を
数
え
、
2
0
1
4
年
と
2
0
1
6
年
に
は
特
選

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
第
10
回
日
展
で
審

査
員
に
就
任
さ
れ
、
翌
年
日
展
会
員
に
。
こ
の
ほ
か
、

読
売
書
法
展
な
ど
数
々
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
。

　

名
実
と
も
に
著
名
な
書
家
と
し
て
、
書
道
愛
好
家

の
育
成
・
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
平
成
26
年
か
ら
市
文

化
協
会
会
長

と
し
て
、
芸

術
文
化
振
興

に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
旧
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
書
道
教
室
を
き
っ
か
け
に
書
の
道
へ
。
そ

の
後
、
故
鈴
木
雲う

ん
ぽ
う鳳

氏
と
鈴
木
赫か

く
ほ
う鳳

氏
に
師
事
。

　

30
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、

2
0
1
4
年
日
展
か
ら
５
度
の
入
選
。
2
0
2
1
年

と
2
0
2
3
年
日
展
に
お
い
て
特
選
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
展
会
友
、
読
売
書
法
会
常
任
理
事
、
茨
城
書
道

美
術
振
興
会
常
任
理
事
、
市
書
道
連
盟
理
事
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
10
回
日
展（
２
０
２
３
）　

劉
長
卿
詩

第
10
回
日
展（
２
０
２
３
）　

李
白
詩

市
民
栄
誉
賞

2
0
2
4
年 

市
民
栄
誉
賞
受
賞

2
0
2
4
年 

市
民
栄
誉
賞
受
賞

2
0
1
6
年 
市
民
栄
誉
賞
受
賞

　
市
民
に
希
望
と
活
力
を
与
え
、
広
く
市
民

か
ら
敬
愛
さ
れ
、
本
市
の
誇
り
と
な
る
顕
著

な
業
績
が
あ
っ
た
も
の
に
贈
ら
れ
る『
市
民
栄

誉
賞
』。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
4
人

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
30
回
日
展
特
選（
1
9
9
8
）『
追
憶
』
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市制施行70周年を迎えるにあたって

　遠方から70年という歴史あるふるさとを思う時、どのような町並みで、当時の人々は何を考えていたのだろ

うかと思いを馳せています。

　私が幼い頃、「月面着陸に成功した」というニュースが飛び込んできて、人類初めての出来事だと教えてもらっ

たことを覚えています。映像はモノクロからカラーになり、人工知能も発展してきました。

　しかしながら、便利すぎる時代でも人間としての理想的なあり方は、常に保たなければならないと考えると

ころです。そして、それを子どもたちに伝えていくことは、大人の義務ともいえるのではないでしょうか。

　市制施行70周年の節目に、目的と希望を掲げ、将来を展望することは大切です。未来への新たなる出発点と

して、市政と市民が一丸となることが、高萩市の発展へ繋がるに違いないと、私は確信しています。

［
　
コ
ン
ト
ラ
ル
ト
歌
手
　
声
楽
家
　
］	

國く
に

井い 

美み

か香
　

高
萩
市
春
日
町
出
身
。
武
蔵
野
音
楽
大
学
声
楽
科
を
卒

業
後
、
東
京
音
楽
大
学
研
究
科
オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
へ
。
二
期

会
オ
ペ
ラ
ス
タ
ジ
オ
研
究
生
・
文
化
庁
国
内
研
修
員
と
し

て
研
鑽
に
励
ま
れ
、
日
伊
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
で
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

1
9
8
9
年
に
伊
・
ロ
ー
マ
へ
留
学
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
・
パ
オ
ロ
・
ネ
ー
リ
ア
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。

　

2
0
0
5
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
を
前
に
日
本
人
初
の
御
前

演
奏
を
果
た
し
、
2
0
2
1
年
に
は
音
楽
界
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
、「
ト
ー
マ
ス
・
シ
ッ
パ
ー
ズ
国
際
賞
・
声
楽

特
別
賞
」を
受
賞
。

　

現
在
は
、
イ
タ
リ
ア
・
レ
ザ
ー
ナ
市
に
在
住
し
、
声
楽

の
楽
し
さ
を
広
め
る
普
及
活
動
と
声
楽
を
志
す
人
の
育
成

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年 

市
民
栄
誉
賞
受
賞

2023年8月、コンサートに加えて中学生
の歌唱レッスンを公開。発声の指導を通し
て、声楽の楽しさを伝えます。

レザーナ市の様子

Oiwai Smiles
Oiwai Smiles

市
制
70
周
年
記
念  
た
か
は
ぎ
自
慢
短
歌

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

入
　
選

入
　
選

赤
水
や　

海
山
川
に　

魅
せ
ら
れ
て

未
来
に
つ
な
ぐ　

夢
を
育
む

 （
た
か
は
ぎ
の　

こ
こ
が
大
好
き　

教
え
る
よ
）

山
の
土
岳　

海
の
白
砂

万
葉
に
詠
ま
れ
し
岬  

高
戸
浜

千
歳
変
わ
ら
ぬ
日
の
出  

拝
み
ぬ

 （
た
か
は
ぎ
の　

こ
こ
が
大
好
き　

教
え
る
よ
）

花
貫
渓
谷 

海
見
え
る
ダ
ム

見
上
げ
れ
ば　

緑
の
隙
間
に　

見
え
る
青

潮
風
香
る　

白
い
砂
浜

き
れ
い
だ
な　

海
が
輝
く　

太
陽
で

静
か
な
夜
明
け　

高
萩
海
岸

そ
よ
か
ぜ
と　

滝
の
響
き
を　

耳
に
す
る

河
童
も
生
き
る　

伝
説
の
滝

 （
た
か
は
ぎ
の　

こ
こ
が
大
好
き　

教
え
る
よ
）

江
戸
の
街
並
み　

お
屋
敷
通
り

 （
た
か
は
ぎ
の　

こ
こ
が
大
好
き　

教
え
る
よ
）

花
貫
３（
み
）滝  

ゆ
い
れ
い
草
花（
そ
う
か
）

 （
た
か
は
ぎ
の　

こ
こ
が
大
好
き　

教
え
る
よ
）

富
士
を
望
め
る　

冬
の
土
岳

【
自
由
部
門
】

【
下
の
句
部
門
】

70周年
お祝いスマイル

70th Anniversary
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高
萩
大
使

人生の歩みの中で
高萩とつながる

景色・風・匂い
思い出とともに

よみがえる
ふるさと高萩

自分を信じ
それぞれのステージで

自分らしく輝き
歩み続ける

大使の皆さんに
高萩のよさを

広めてほしい…

思いを託します

大だ

い

と

う藤 

晋し

ん

司じ

テ
レ
ビ
北
海
道
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

鈴す

ず

木き 

珠ま

す

美み

ベ
ト
ナ
ム
料
理
研
究
家　
　

ベ
ト
ナ
ム
料
理「K

itchen

」オ
ー
ナ
ー

平ひ

ら

田た 

篤あ

つ

州く

に

元
産
経
新
聞
東
京
本
社
編
集
長　
　

(

一
社)

「
檸
檬
新
報
舎
」代
表
理
事 

福
祉
新
聞
社·

関
西
支
局
長

ふるさと高萩が１位
　小学4年生から高校卒業までを高萩で暮らした
大藤さんは、テレビ北海道のアナウンサーとし
て活躍。ニュース番組をはじめプロ野球、スキー
ジャンプ、バスケットなどの競技実況を担当。
　かつての情報番組『ズームイン!! 朝!』に出演し、
熱い野球解説をするキャスターとして記憶してい
る人も多いのでは。　
　中学、高校時代、ラジオの深夜番組を夢中で聴
いていた大藤さん。
　石滝の衛星通信センター（現・さくら宇宙公園）
のおかげで関西などの番組が高感度で聴けたこと
により、「言語感覚が研ぎ澄まされました。あの体
験がなければアナウンサーにはなれなかった。そ
の意味でも私は“高萩が生んだアナウンサー”です」
　言葉はその人にとって”ふるさと”そのもの。
　これからも” 故郷・高萩” を背負って、言葉を
紡いでいきます。

高萩を元気にしたい
　西麻布のベトナム料理店を営む鈴木珠美さんは、
ベトナム料理や文化など多くの著書を執筆し、料
理番組にも出演。ベトナム料理を広めたいと、料
理教室やイベント、動画配信も行っています。
　高校卒業までを高萩で暮らし、1冊の料理本を
きっかけにベトナム料理を学びたいと留学を決め
ます。「ベトナム語も分からず、知り合いもいな
かったけど何とかなるかと。現地の学校で料理を
教えてもらい、翌日に自分で食材を買って作って
みる」を繰り返した２年間。「諦めなかったのは、
ベトナムが大好きだから」。高萩を元気にしたい
と、市報たかはぎへのレシピ提供やベトナム料理
教室の講師などにご協力いただいています。

光る海と青春の地
　5歳から高校2年生までを高萩で暮らし、大阪
の編集プロダクションで理事を務める平田篤州さ
ん。「ふるさとの高萩を思う時、光る海が目に浮か
び、正に青春の場所です」と目を細めます。
　子ども時代を尋ねると「中学校で生徒会長を務
めた時に壁新聞を作成したこと。高校時代の弁論
大会出場や出版委員会の新聞作りが楽しくて好き
でした」と振り返ります。　
 　産経新聞社へ入社後、「グリコ森永事件」「ソウ
ル五輪」「北朝鮮拉致被害者帰国」などを取材。優
れた人権報道などに贈られる坂田ジャーナリズム
賞を２度受賞。論説委員として社説を執筆、テレ
ビのコメンテーターも務められました。
　退職後、社会福祉法人理事長、化粧品会社顧問
を経て、現在は、檸檬新報舎で新聞発行、本の出
版を進める一方、福祉新聞社や大阪ユニセフ協会
の仕事を兼務されています。

大藤 晋司　Shinji Daito

1991年	 中京テレビ放送（愛知） 入社
2003年	 テレビ北海道アナウンサー　
2019年	 報道制作局 アナウンス部長
2023年	 アナウンス部チーフプロデューサー
2010年～	高萩大使

Profile

鈴木 珠美　Masumi Suzuki

1999年	 ベトナムへ留学
2002年	 西麻布に「Kitchen」
　　　　	を開店
2013年～	高萩大使

平田 篤州　Atsukuni Hirata

1975年	 産経新聞大阪本社 入社
2000年	 産経新聞東京本社 編集長
2009年	 産経新聞東京本社 執行役員・総合企画室長
2016年	 (一社)「檸檬新報舎」創立 代表理事・編集長
2014年～	高萩大使

ProfileProfile

The

Ambassadors
of Takahagi City

The AmbassadorThe AmbassadorThe Ambassador
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春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
し
た
木
々
が
人
々
を

魅
了
す
る
花
貫
渓
谷
。
渓
谷
に
か
か
る
長
さ
約

60
メ
ー
ト
ル
の
汐
見
滝
吊
り
橋
か
ら
の
眺
め
が

す
ば
ら
し
く
、
特
に
秋
は
、
川
沿
い
に
生
い
茂

る
木
々
の
枝
が
吊
り
橋
の
左
右
か
ら
せ
り
出
し
、

華
や
か
な
紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
を
創
り
ま
す
。

　

滝
山
渓
谷
は
、
大
北
川
の
上
流
部
に
位
置
す

る
渓
谷
で
す
。
県
道
か
ら
6
0
0
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
下
滝
に
は
観
瀑
台
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
迫
力
あ
る
滝
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
渓
流
に
沿
い
上
滝
ま

で
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
続
く
遊
歩
道
で
は
、

四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
初
の
テ
レ
ビ
衛
星
中
継
が
行
わ

れ
た
衛
星
通
信
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
整
備
し
た
さ

く
ら
宇
宙
公
園
も
お
す
す
め
で
す
。
２
基
の
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
現
在
、
国
立
天
文
台
茨
城

観
測
局·

茨
城
大
学
宇
宙
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー

の
電
波
望
遠
鏡
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
内
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
八
重
桜
な
ど
約

3
0
0
本
の
桜
が
植
樹
さ
れ
て
お
り
、
桜
の

名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
遠
妻
し 

高
に
あ
り
せ
ば
知
ら
ず
と
も 

手
綱

の
浜
の 

尋
ね
来
な
ま
し
」と
万
葉
集
に
詠
ま
れ

た
「
手
綱
の
浜
」
は
、
さ
さ
き
浜
周
辺
と
伝
え

□ 高萩桜まつり
	 桜並木と2基の巨大なパラボラ

アンテナの絶景を楽しめる。

□ 丹
たん

生
しょう

神社の棒ささら
	 お囃子にあわせて、3体の獅子

頭が舞い地域の安全、五穀豊穣
を願う。

□ 新緑そばまつり
	 市内の愛好家でつくる地元産の

そば粉を使った手打ちそばが堪
能できる。

□ 七夕ページェント
□ 海開き
□ 高萩まつり
	 高萩の夏を彩る一大イベント。

夜には打ち上げ花火も。

□ 下君田のささら
	 400年以上前から続く伝統芸能。

市無形民俗文化財。

□ 市民歩く会

□ 産業祭
	 高萩で活躍する企業、生産者、

商店が一同に集合。
	 ステージイベントも楽しめる。

□ 紅葉まつり
	 花貫渓谷一帯が赤や黄色に色づ

く景色はまさに絶景。

□ 光のページェント
	 高萩冬の名物詩。駅前が色と

りどりの灯りでライトアップ
される。

□ 君田のジャンボクリスマス
　  ツリー
	 高さおよそ33ｍの大木に電飾

を飾りつけたジャンボクリスマ
スツリー。

□ 元旦神輿渡
と

御
ぎょ

	 元旦の日の出とともに、多くの
担ぎ手に担がれた神輿が海に
入っていく姿は圧巻。

花
貫
渓
谷

汐
見
滝
吊
り
橋

滝
山
渓
谷

さ
く
ら
宇
宙
公
園

万
葉
の
道

高
萩
海
水
浴
場

高
戸
小
浜

海
岸
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さ
さ
き
浜

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
び
え
る
よ
う
に
立
つ
海

食
崖
を
背
に
、
太
平
洋
の
広
い
大
海
原
が
見

渡
せ
る
こ
の
浜
で
は
、
北
野
武
監
督
の
映
画

「H
AN

A-BI

」や
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
義
経
」、

「
龍
馬
伝
」な
ど
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
萩
霊
園
か
ら
海
岸
部
の
海
食
崖
に
沿
っ
て

続
く
遊
歩
道「
万
葉
の
道
」。
さ
さ
き
浜
を
は

じ
め
、
北
茨
城
市
や
い
わ
き
市
の
海
岸
線
に

沿
っ
て
伸
び
る
大
海
原
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

高
萩
海
水
浴
場
は
、
透
き
通
る
よ
う
な
青
い

海
と
、
輝
く
白
い
砂
浜
が
魅
力
の
海
水
浴
場
と

し
て
人
気
で
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
海
水

浴
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
常
磐
道
高
萩
Ｉ
Ｃ
か
ら

車
で
約
15
分
、
高
萩
駅
か
ら
は
徒
歩
で
約
10
分

と
交
通
の
便
も
よ
く
、
一
日
ゆ
っ
く
り
と
海
水

浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
日
本
の
渚·

百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
高
戸
小

浜
海
岸
は
、
切
り
立
っ
た
海
食
崖
に
挟
ま
れ
た

二
つ
の
入
り
江
を
も
つ
風
光
明
媚
な
海
崖
で
す
。

古
く
か
ら
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
文

化
年
間
に
作
ら
れ
た「
松
岡
八
景
」に“
高
戸
の

帰
帆
”
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン

に
は
磯
遊
び
を
楽
し
む
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

す
。

自然景観
Landscape

The Guide to

Beautiful City

Takahagi

The Guide to

Beautiful City

Takahagi
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市
指
定
文
化
財

胎た
い
ぞ
う
か
い

蔵
界 

曼ま
ん

荼だ

ら

ず

羅
図
［
大
高
寺
］

歴史文化

HISTORY
& CULTURE

　

母
屋
、
長
屋
門
、
前
蔵
、
衣
裳
蔵
、
庭
園

か
ら
な
る
穂
積
家
住
宅
。
寄
棟
造
り
に
一
部

入
母
屋
造
り
を
入
れ
、
茅
な
ど
を
重
ね
て

葺
い
た
屋
根
を
持
つ
母
屋
は
、
安
永
2
年

(

1
7
7
3
年)

の
建
造
で
す
。
江
戸
時
代
に

描
か
れ
た
屋
敷
絵
図
も
ほ
ぼ
現
状
を
と
ど
め
、

当
時
の
豪
農
住
宅
を
知
る
貴
重
な
文
化
遺
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
度
に
は
、
茅

葺
屋
根
の
葺
替
工
事
を
行
い
、
劣
化
し
た
茅

や
破
損
し
た
部
材
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

花
貫
川
第
一
発
電
所
第
3
号
水
路
橋
は
、

大
正
7
年
に
花
貫
川
か
ら
水
力
発
電
用
の
水

を
引
く
た
め
に
造
ら
れ
た
水
路
橋
で
、
長
さ

77
・
4
メ
ー
ト
ル
、
幅
2
・
1
メ
ー
ト
ル
、

地
上
か
ら
の
高
さ
は
22
・
4
メ
ー
ト
ル
あ
り

ま
す
。
両
側
の
山
に
向
か
っ
て
二
つ
の
ア
ー

チ
を
作
る
姿
が
「
め
が
ね
」
の
よ
う
に
見
え
る

　

赤
浜
村
の
農
家
に
生
ま
れ
、
苦
学
の
末
に

6
代
水
戸
藩
主
徳
川
治
保
の
侍
講(

教
師)

と

な
っ
た
地
理
学
者
・
長
久
保
赤
水
は
、
日
本

地
図『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図（
通
称 

赤
水

図
）』を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
は
、
20
有
余

年
を
か
け
完
成
さ
れ
、
日
本
初
の
緯
線
を
用
い

た
日
本
地
図
は
、
約
1
0
0
年
も
の
間
人
々

に
愛
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
図
は
伊
能
忠
敬

や
吉
田
松
陰
も
携
帯
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

2
0
1
7
年
に
は
生
誕
3
0
0
年
の
記

念
行
事
と
し
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
特
別

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
0

年
に
は
、
赤
水
図
を
は
じ
め
と
す
る
資
料

6
9
3
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

国
民
的
財
産
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
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長
な が

久
く

保
ぼ

赤
せ き

水
す い

市
指
定
文
化
財

釈し
ゃ

迦か

如に
ょ
ら
い来
座ざ

像ぞ
う［
能
仁
寺
］

県指定天然記念物

松岩寺のヤマザクラ

県
指
定
文
化
財

絹け
ん
ぽ
ん本
著ち

ゃ
く
し
ょ
く
か
ん
き
ょ
う

色
観
経
十じ

ゅ
う
ろ
っ
か
ん

六
観
変へ

ん
そ
う相
図ず

［
大
高
寺
］

国指定重要文化財

改正日本輿
よ ち

地
路程全図
 (通称 赤水図 )

こ
と
か
ら
、
通
称
「
め
が
ね
橋
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

安
良
川
八
幡
宮
の
爺
杉
は
、
安
良
川
八
幡

宮
の
境
内
に
あ
る
、
推
定
樹
齢
千
年
と
い
わ

れ
る
県
内
最
大
級
の
杉
で
、
大
正
13
年
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
高
萩
の
歴
史

を
知
る
守
り
神
で
す
。

　

松
岩
寺
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
推
定
樹
齢
約

3
0
0
年
。
樹
の
高
さ
12
メ
ー
ト
ル
、
根

元
周
囲
5
・
6
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
で
す
。
4

月
中
旬
〜
下
旬
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、

稲
作
の
種
ま
き
の
時
期

を
知
ら
せ
る
花
暦
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

長久保赤水銅像（高萩駅前）

（1717～1801）

改正日本輿地路程全図 (通称 赤水図)

県
指
定
文
化
財

穂
積
家
住
宅

国登録有形文化財

花貫川第一発電所
第 3 号水路橋

国指定天然記念物

安良川八幡宮の爺杉

The Guide to

Beautiful City

Takahagi

　鎌倉時代後期に彫られた能仁寺の
本尊です。渦が刻まれた螺髪、適度
な装飾と動きのある彫り口など、当
時の作風を示す重厚な作りです。

　大日如来を中心に、八葉蓮弁に四
仏・四菩薩を交互に配し、般若・釈
迦・普賢・観音などの諸仏を配置し
た曼荼羅図です。災いを除いて即身
成仏する教理を示しています。

　1300年頃の高麗(現在の朝鮮半島)
制作の絵画と推定される貴重な作品
です。阿弥陀如来の観想法が描かれ
ています。
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　Hagi Village（はぎ ビレッジ）は、
茨城県最大のダム「小山ダム」の
ほとりに誕生した、注目のアウ
トドアフィールド。豊かな環境
を生かしたアクテビティ施設が
集合し、キャンプやカヌーなど
さまざまな自然体験を楽しむこ
とができます。　

　広大な自然に育まれ豊かな水源地
と自然美に包まれた小山ダムで、人
気のアクティビティやグランピング
が同時に楽しめます。日常から解放
され、癒しの時間が満喫できる最高
のスポット。

　焚き火料理や枝木を使ったクラフ
トなど本格的な「ブッシュクラフト」

が楽しめます。たくさん
の木陰と小川も流れてい
るので夏の避暑地として
も最適です。

　車の横にタープやテントを張り、
「何もしない贅沢」が味わえるアウ
トドアフィールド（車中泊スポッ
ト）。手ぶらバーベキューやペット
連れにも安心なドッグランも完備。
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Hag i  V i l l a ge
はぎ ビレッジ

ストームフィールドガイド

ブッシュクラフト
アウトドアフィールド /
ブッシュ＆レイク

オートリゾート

長久保赤水生家

赤浜海岸

畳工芸
美術館

JR常
磐
線

お屋敷通り

関根川

高萩市総合
福祉センター

穂積家住宅

高萩 IC

能仁寺

たつご
味噌醸造

北茨城市

298
111

461

10

6

230

461

南中郷駅

高萩駅

高戸小浜海岸

高戸前浜海岸

有明海岸

高萩市観光協会

歴史民俗資料館
文化会館／図書館

菊池寛実記念
高萩炭礦資料館

高萩市民球場

高萩駅

長久保
赤水像

安良川

明秀日立
高萩キャンパス

花
貫
川

秋山南

常
磐
自
動
車
道

JA 常陸高萩
農産物直売所

市役所

日立市

さくら
宇宙公園

見晴らし坂

ささき浜

かんしゃ神社
万葉の道

た
つ
ご
通
り

み
ど
り
坂

花貫街道

お
手
ま
き
通
り

高北清掃センター

茨城大学
宇宙科学教育
研究センター

高萩八幡宮

松岡城跡

たかはぎ認定こども園

海･街エリア

高萩清松高校

高萩高校

たかはぎキャンピングパーク
（花貫ふるさと自然公園センター）

花貫
さくら公園花貫ダム名馬里ケ淵

  乙女滝•不動滝

大和の森
高萩スカウトフィールド

花貫渓谷土岳

汐見滝
吊り橋

けやき平キャンプ場

清流の郷
花貫物産センター

小滝沢キャンプ場

461

めがね橋（水路橋）

花貫暖帯･温帯混合自然林

山エリア②
111

245

227

22
王塚神社

高萩
ユーフィールド

君田ジャンボ
クリスマスツリー 滝山渓谷

松岩寺
大北川

ふれあいの里
フィッシングエリア

小山ダム
はぎビレッジ
・ストームフィールドガイド
・COFFEE「Hagi Time」
・オートリゾート
・ブッシュ&レイク
・小山ダム物産所

▼清流の郷 花貫物産センター

山エリア①

Takahagi
map山エリア❶

山エリア
❷ 海･街

エリア

TAKAHAGI

N

アウトドアフィールド

OutDOOR
FIELD

The Guide to

Beautiful City

Takahagi
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たかはぎ
キャンピングパーク

（花貫ふるさと自然公園センター）

ふれあいの里
フィッシングエリア

土
岳

高萩ユーフィールド

大和の森
高萩スカウトフィールド

け
や
き
平

キ
ャ
ン
プ
場

小
滝
沢

キ
ャ
ン
プ
場

　杉木立に囲まれた木漏れ日が心地よいキャンプ場。
近くの遊歩道からは花貫ダムを望み、周囲には名

な め

馬
里
り が

ヶ淵
ふち

、花貫渓谷などの豊かな自然を身近に感じるこ
とができます。

高萩市秋山2989-14
TEL 0293-24-2331

　釣り場とキャンプ場があり、釣った魚を
食堂で調理してもらったり、バーベキュー
で食べたりできます。自然を利用した多く
の池があり、釣り場の雰囲気でポイントを
決められます。

高萩市上君田1791
TEL 0293-28-0814

　標高599.7メートルの土岳。
　山頂は、広い芝生で覆われ、気
軽に山の自然を楽しむことができ
ます。
　山頂にある展望台からは筑波山
のほか、冬季には雪をかぶった富
士山や那須連峰などを望むことが
でき、大パノラマが広がります。

高萩市中戸川地内

　2017年にオープンした約82万坪の広大な野外活動
体験施設で、ボーイスカウト日本連盟が所有する2つ
の野営施設のうちの１つです。さまざまな野外活動
が体験でき、50人程度のキャンプが楽しめます。デ
イキャンプや、子ども会の野外活動「サマージャンボ
リー」などで利用されています。

高萩市中戸川412
TEL 0293-44-3551

　土岳の中腹にあり太平洋を一望でき
るキャンプ場。サイトには芝生が張ら
れ、かまど料理もでき家族連れにも充実
の設備。土岳山頂までの登山道も整備さ
れ、ハイキングコースとしても人気。山
頂の展望台からは360度のパノラマも楽
しめます。

高萩市中戸川1483-10
TEL 0293-28-0037

　花貫渓谷の上流部に位置し、近くに流れ
る花貫川のせせらぎが心地よいキャンプ場。
　小さな淵が連なる花貫川と枝を縦横に広
げた広葉樹に囲まれ、四季折々の豊かな山
の自然を楽しむことができます。
　また、浅瀬の淵では水遊びもでき、近く
には不動滝や乙女滝があります。

高萩市大能地内
TEL 0293-23-7316

　廃校を活用したドローンの操縦体験もで
きるキャンプ場。広大な校庭を取り囲むよ
うにオートキャンプサイトとテントキャン
プサイトが配置され、開放感ある眺めは最
高。大自然に囲まれ、キャンプサイトとし
て提供しているグラウンドは、約20,000㎡
もの広さがあります。

高萩市下君田682
TEL 0293-28-0071

PICK uP

(公財)ボーイスカウト日本連盟水野
理事長と大部市長

OUTDOOR
FIELD
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優れた素材や技術を活かした
高萩らしい地域イメージを

代表する産品です。

　花貫川の清流で育った酒米
「美山錦」を使用。2017年の販
売開始以降、すっきり飲みや
すいと好評を博しています。

(一社)高萩市観光協会
高萩市春日町3-10-16
TEL 0293-23-2121

　国の天然記念物「安良川八幡宮の爺
杉」の枝打ち材を活用した筆記具。白
木の風合いには趣があり、使い込む
ほどに艶が増す味わい深い逸品です。

たなつる工房
高萩市安良川189-3
TEL 090-3231-5291

　『はぎまろ』の顔が描かれた、食
品添加物不使用の手作りクッキー。
　ミルク、黒糖、カボチャ、紫い
もの４つの味が楽しめます。

NPOウィッシュ はっぴぃ・べる
高萩市下手綱1480-7
TEL 0293-22-2999

　粒のやわらかさが自慢の
「国産大豆」で作った納豆。
昔ながらの製法にこだわり、
納豆本来の美味しさを伝え
てくれます。

宝来 森田利雄商店
高萩市高萩1-1
TEL 0293-22-2220

　花貫川・大北川の豊
富で清らかな水と阿武
隈山地の穏やかな気候
で育った大きい粒と艶
が自慢。

精米専門工場フクダヤ
高萩市本町1-83
TEL 0293-22-3043

　甘酸っぱく香り高い花
貫フルーツほおずきと高
級クリームチーズを使っ
て焼き上げた濃厚なバス
クチーズケーキ。

おかしやQuemaQuema
高萩市高戸149-3-105
TEL 0293-24-8776

　八千代おこしは、香ばしい落花生入
りのやわらかい口当たりと優しい風味
が特徴のお菓子。全国菓子大博覧会に
て、名誉総裁高松宮賞を受賞。

(有)永寿堂
高萩市安良川679
TEL 0293-22-2002

　高萩産のゆずを使用した万
能味噌ドレッシング。大根、
こんにゃく、里芋、生野菜な
どにそのままかけるだけで美
味しく食べられます。

古時計
高萩市大和町3-36
TEL 090-7004-3011
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爺杉ボールペン

は
ぎ
ま
ろ

ク
ッ
キ
ー

宝来納豆
ふるさと自慢

八
千
代
お
こ
し
／

高
萩
せ
ん
べ
い
／

は
ぎ
ま
ろ
ワ
ッ
フ
ル

花
貫
ゆ
ず
味
噌

　安政元年(1854年)創業
と長い歴史を刻む味噌蔵で、
可愛い我が娘を手塩にかけ
て育てるように、愛情込め
て作り上げた逸品。

たつご味噌醸造（株）
高萩市上手綱75
TEL 0293-23-5222

愛娘みそ／
めしどろぼうさん

高戸味噌

高
萩

ブ
ラ
ン
ド

推
奨
品花

貫
清
流
米

つ
き
あ
か
り

　農薬・化学肥料・除草剤不使用で
育てた高萩ほおずき。粒が大きいの
が特長。ほおずきを加工して作った
ジャム・バターやドライフルーツも
おすすめ。

結農実WORKS
高萩市上君田1030
TEL 090-5203-1092

高萩ほおずき／
高萩ほおずきタルト／
高萩ほおずきジャム・バター／
ドライ高萩ほおずき

花
貫

フ
ル
ー
ツ
ほ
お
ず
き
の

バ
ス
ク
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

花貫フルーツほおずき

　独特の甘酸っぱさと種の触感が楽しいと評判のフルーツほおずき。
秋口には、東京の一流料理店でも「注目の旬の食材」として取り扱
われています。高級贈答商品として、郷土工芸品「西ノ内和紙」を
使用した化粧箱に「秀逸品」だけを詰めた逸品も。

清流の郷 花貫物産センター
高萩市大能1100-2
TEL 0293-28-0808
生産者:花貫フルーツほおずき倶楽部
(TEL 090-1606-5348)

　創業120年の老舗が手掛けた自慢の
味噌。原材料にこだわり、高萩産の
米・大豆に自家製麹を使用。味噌本来
の味を楽しめます。

今川味噌店
高萩市高戸725
TEL 0293-22-4572

高萩 真心一魂
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［
　
教
育·

文
化
　
］

■ 学校教育
■ 生涯学習
■ スポーツ振興
■ 市民文化

健やかに笑顔で
暮らしを支え合うまち

未来を切り拓く
地域人(萩っ子) が育つまち

1

2

地
域
力
が 

笑
顔
を
育
む
ま
ち  

高
萩

み
ん
な
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

７０
年
目
の

ま
ち
づ
く
り

［
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
　
］

■ 健康
■ 地域福祉
■ 少子化対策・子育て支援
■ 高齢者福祉
■ 障がい者・障がい児福祉
■ 社会保障

高
萩
市
総
合
計
画

保健・医療・福祉の連携により、地域医療の確立が図られ、市民が心身ともに健康
的な生活を送ることができる社会を目指します。
専門医療や高度医療との連携を強化し、病診連携体制の拡充により、笑顔で健やか
に、相互に支え合って暮らす社会を目指します。

一人一人の個性や能力、可能性を広げる教育内容を充実させ、生涯をよりよく生き
るための豊かな心と健やかな体を持つ、いきいきとした萩っ子を育てます。 
地域の特性や実態に合わせた指導体制や教育施設の充実に努め、豊かで安心して学
べる教育環境を整備していきます。

ふるさと納税の返礼品として、農畜産品や
加工品などの特産品のほか、アウトドア体
験や食事などのサービスを提供しています。

ふるさと納税
返礼品

AND
MOre. . .
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［
　
地
域
経
営
　
］

［
　
経
済·

産
業
　
］

■ 市民協働
■ 市政経営
■ 人権
■ 男女共同参画
■ 交流·連携
■ 広報·広聴
■ 移住·定住

■ 農林業
■ 山間地域
■ 商工業
■ 観光

風土を継承する
強靭で柔軟な社会基盤づくり

地域資源と暮らしが融合し
継承されるまち

共に生き、共に創り上げる
持続可能なまち

地域力が経済活動を誘発する
魅力あるまち

5

46

3
［
　
社
会
基
盤
　
］

［
　
生
活
環
境
　
］

■ 都市計画
■ 道路·河川
■ 公共交通
■ 水道水
■ 水質保全
■ 情報·通信

■ 自然環境共生
■ 循環型社会
■ 環境衛生
■ 交通安全
■ 消防
■ 防災
■ 防犯·消費生活

誰もが安全で安心に暮らせる、快適で魅力あるまちづくりを進めます。
コンパクトでありながら多様な機能を交通ネットワークで便利につなぐ、多種ネッ
トワーク型コンパクトシティづくりを進めます。
民間活力の導入も検討しながら、中心市街地の都市機能の増進及び経済活力の向上
を推進します。

各主体の連携のもと協働でエネルギー利用の効率化や新エネルギーの利用促進等を
図り、地域環境の保全に貢献する取組を推進します。
快適で健康的に暮らせるまちをつくるため、自動車排出ガスの抑制や排水等による
環境負荷の低減等、生活環境の維持・向上を目指した取組を推進します。

市民一人一人がまちづくりの主役として活躍できるよう、地域コミュニティ活動の
支援や情報発信に努めます。
まちづくりに多様な人・組織が参画できる体制を推進し、適切な役割分担に努め、
時代や地域の実情にあったコミュニティ形成に取り組みます。

農業産出額の増加や新規就農者・担い手の育成・確保に取り組み、農業経営の安定
化を図ります。
森林の環境保全機能や観光・レクリエーション利用の推進等、多面的機能の向上に
努めます。

高
萩
市
総
合
計
画

高
萩
市
総
合
計
画
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市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
、

明
る
い
未
来
あ
る
高
萩
へ

　

高
萩
市
議
会
は
、
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
14
人
の
議
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
年
4
回
、
3
月
・
6

月
・
9
月
・
12
月
に
開
催
さ
れ
る

定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ

れ
る
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
の
予

算
や
条
例
な
ど
市
政
を
進
め
て
い

く
上
で
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て

審
議
・
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
や
委
員
会
等
は
傍
聴
が

で
き
、
市
議
会
活
動
や
市
政
の
方

針
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行
、

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
い
議
会
運
営
や
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

［
後
列
］

大
平 

　
望

髙
久 

聡
至

　坪
和 

久
男
　
　
　

我
妻 

康
伸
　
　
　
　

渡
辺 

悦
夫
　
　
　
　
　

　
　

藤
橋 

　
隼
　
　
　
　
　
　

畠
山 

結
樹

［
前
列
］

大
森 

要
二

吉
川 

道
隆
　

菊
地 

正
芳

寺
岡 

七
郎
　

今
川 

敏
宏

　田
所 

和
雄

八
木 

陽
子

高 萩 市 議 会

 高萩駅

 高萩駅

 高萩IC

人
口

財
政

災
害
・
事
故

産
業

生
活
環
境

概
要

 高萩IC

資
料
編

◆南方面から

◆南方面から

車でお越しの場合 人口… ………………………… 26,057人
世帯… ………………………… 11,427世帯
平均気温… ………………… 15.8℃
降水量………………………… 1,595.5mm
海抜… ………………………… 7.2m
面積… ………………………… 193.55km2

 (県土の3.2%)

［緯度］東経140度42分33秒
［経度］北緯  36度42分40秒

・市域85%が山林原野等
・耕地面積 1,038ha

（令和4年1月 国土地理院）

（令和6年1月1日現在）

TakahagiCity 

茨城県の北東部に位置し、 

東 太平洋、

西 多賀山地が連なり、
その間を花貫川·関根川が流れて、
渓谷をつくっています。

自然・位置

アクセス

北 福島県東白川郡塙町・
        茨城県北茨城市に接し、

南 日立市、

西 常陸太田市に接しています。

近隣都市

常磐自動車道

JR常磐線

約2時間

約1時間50分

約150km

約40分

約40分

約50km

出生

死亡

交通事故 救急 ごみ 水道
給水量排出量

結婚

離婚

転入

転出

人口
密度

火災

1日
1世帯

1人
1日1,584g

年間　719人
1km2　135人

年間　85人

年間　913人
年間　12件

年間　442人

327ℓ

年間　58組

年間　36組

年間1,726件
年間　41件

 水戸IC

 水戸駅

常磐自動車道

JR常磐線特急

 東京都内

 東京駅

◆北方面から

◆北方面から

東北自動車道／山形道・常磐自動車道

JR常磐線特急

約40分

約35分

約50km

約2時間40分

約2時間50分

約200km
 仙台宮城IC

 仙台駅

常磐自動車道

JR常磐線

いわき中央IC

いわき駅

 高萩IC

 高萩駅

 高萩IC

 高萩駅

電車でお越しの場合
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高萩市市勢要覧　資料編

人
口

財
政

産
業

生
活
環
境

災
害
・
事
故

概
要

人
口

財
政

生
活
環
境

産
業

災
害
・
事
故

概
要

人口・世帯数の推移（資料：常住人口調査）

一般会計

◆歳出

産業別工業の状況（資料：工業統計調査）

産業大分類別 事業所・従業員数
（資料：令和3年  経済センサス活動調査）

農家数・経営耕地面積
（資料：茨城県農業基本調査 農林業センサス）

人口動態の推移 人
口

産
業

財
政
令
和
6
年
度 

歳
入
・
歳
出
予
算

（各年10月1日現在）

0
昭和29年 昭和40年 昭和50年昭和60年 平成7年 平成17年 平成27年 令和5年

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

3,000

6,000

9,000

120,000

（人） （世帯）

6,497

7,626
8,526

31,785 32,497 30,982
32,932

29,638

26,211

35,604

11,721 11,751 11,484
10,105

11,435

33,968

人 世帯数

総額 122億2,700万円

総額 122億2,700万円

61億6,470万円総額特別会計

国民健康保険……………………………………………………… 28億1,800万円
後期高齢者医療… ………………………………………………… 5億1,900万円
介護保険事業……………………………………………………………28億450万円
 霊園事業………………………………………………………………………… 2,320万円

総額15億7,772万円企業会計

水道事業… …………………………………………………………… 12億2,593万円
工業用水道事業… ………………………………………………… 3億5,179万円

民生費………………………………… 44億8,329万円
高齢者・障がい者・児童の福祉など

公債費………………………………… 14億5,486万円
国・金融機関からの借入金(市債)返済

土木費…………………………………  13億3,414万円
道路・公園の整備、公営住宅の維持管理など

総務費…………………………………  12億3,699万円
人件費、情報化推進などの市運営全般

教育費…………………………………  11億8,579万円
幼・小中学校の管理、生涯学習・文化スポーツ振興など

衛生費…………………………………… 9億8,701万円
検診・予防接種、ごみ処理など

市税… ……………………………………39億1,405万円
市民税・固定資産税など

繰入金……………………………………  5億4,238万円
基金の取り崩しなど

諸収入……………………………………  3億1,880万円
貸付金の元利収入など

繰越金……………………………………………………  2億円
前年度からの繰越金

使用料・手数料… ………………  1億8,018万円
公共施設使用料・証明交付手数料

分担金・負担金… ……………………… 3,957万円
保育料など

財産収入など……………………………… 2,096万円
私有地貸付金など

（社） （人）生
産
用
機
械

3社

食
料
品

137人

4社

木
材
・
木
製
品

157人

印
刷
・
同
関
連
業

1社

5人

そ
の
他
の
製
造
業

1社

6人

化
学

4社

713人

業
務
用
機
械

1社

11人

ゴ
ム
製
品

1社

28人

窯
業
・
土
石
製
品

5社

358人

金
属
製
品

6社

404人

は
ん
用
機
械

334人

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

1社

62人

輸
送
用
機
械

7社

370人

鉄
鋼

3社

310人

電
気
機
械

4社

237人

0

2

4

6

8

0

100
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（令和2年 6月1日現在）事業所数（社） 従業者数（人）　（調査対象は従業員4人以上の事業所）

1社

15人

3社

地方交付税………………………  30億1,820万円
市町村が等しく行政サービスを提供できるよう
一定基準で国から交付されたもの

国庫支出金… …………………………17億101万円
国の補助金など

地方譲与税、交付金… …… 10億1,590万円 
国が徴収した税金からの分配金など

県支出金… ……………………………  7億9,945万円
県の補助金など

市債… ……………………………………  4億7,650万円
建設事業などを行うための国・金融機関からの借入金

消防費…………………………………… 7億8,974万円
消防・救急活動、防災など

農林水産業費……………………… 3億2,400万円
農業、林業振興など

商工費…………………………………… 1億9,426万円
商工業・観光振興など

議会費…………………………………… 1億6,432万円
議会運営のため

災害復旧費………………………………… 2,260万円
災害に伴う施設復旧など

予備費…………………………………………… 5,000万円

◆事業所数

◆従業員数
0

昭和45年 平成3年 平成22年 令和2年

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0

300

600

900

1200

1500

（a） （戸）

経営耕地（a） 農家数（戸）

1,488戸

1,149戸

280戸

460戸

48,095a

（各年2月1日現在）

47,613a

104,184a

82,844a

平成7年

平成17年

平成27年

令和5年

1,421 1,382248 286

352 2431,271 1,029

1,114 398 184 907

913 442 85 719

転出 死亡 出生 転入（人）

歳入

市税
32.0％

繰入金
4.4％

地方交付税
24.7％

国庫支出金
13.9％

地方譲与税、
交付金8.4％

県支出金 6.5% 市債
3.9%

自主
財
源

依存
財
源

諸
収
入   

2.6
％

繰
越
金   

1.6
％

使
用
料
・
手
数
料

1.5
％

分
担
金･

負
担
金
0.3
％

財
産
収
入
な
ど

0.2
％

歳出

民生費
36.7％

公債費
11.9％ 

土木費
10.9％ 

総務費
10.1％ 

教育費
9.7％ 

衛生費
8.1％ 

消防費 6.5％ 

農林水産業費
2.6％ 

商工費1.6％
議会費1.3％
災害復旧費 0.2％
予備費 0.4％    

事業所数
1,037か所

第3次産業
792か所

その他  50か所 第1次産業  12か所

第2次産業  
183か所

従業員数
10,613人

第3次産業
6,475人

その他  434人 第1次産業  137人

第2次産業  
3,567人

◆歳入
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上水道配水の状況（資料：水道課）

下水道事業実績（資料：日立・高萩広域下水道組合）

ごみ処理の状況（資料：環境市民協働課）

救急出動
（資料：高萩市消防本部）

交通事故｜人身事故
（資料：茨城県警HP内 交通総務課調製「市町村別交通事故発生状況」より）

火災発生
（資料：高萩消防本部）

生
活
環
境

災
害
・
事
故

（各年 3月31日現在）

平成25年

平成30年

令和5年

29,836

27,961

25,752

11,992

12,053

12,022

96.5

97.5

98.0

3,300

3,228

3,010

3,215

3,055

2,673

612,498

591,705

520,171

191

194

195

供給区域内の
人口（人）

給水人口
（人）

給水戸数
（戸）

普及率
（%）

年間給水量
（千m³）

年間有収水量
（千m³） 年間収入（千円）

1m³あたり
平均料金　

水道料金
年度

28,796

27,252

25,227

平成25年

平成30年

令和5年

11,757

11,704

11,790

310

310

310

9,893

9,122

8,967

32

29

29

7,194

6,935

7,890

1,046

1,088

1,117

2,564

1,910

1,032

収集戸数
（戸）

稼働日数
（日）

搬入量
（t）

1日平均搬入量
（t） 埋立（t）焼却（t） 資源化（t）

処理量
年度

※令和5年度からは、高北清掃センターで広域処理

（令和6年 3月31日現在）

19,365 26,151 1,093.0 23,954 21,415 91.6 89.4

行政区域人口
［A］(人 )

水洗化率
［C］／［B］（％）

普及率
［B］／［A］（％）

供用開始区域
行政区域面積

(ha) 面積
(ha)

人口
［B］（人）

うち水浄化人口
［C］（人）

1315

1522

1726

4

5

3

令和3年

令和4年

令和5年

0

3

2

58

79

55

17

13

13

6

4

12

167

170

219

6

3

8

8

7

15

879

1060

1220

170

178

179

火災 水難 交通 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他 総数

死者数2人

負傷者数
51人

負傷者数
47人

負傷者数
51人

発生件数
36件

発生件数
41件

発生件数
36件
（死亡件数1件）

令和
3年

令和
4年

令和
5年

総数
9件

総数
12件

総数
12件

令和
3年

令和
4年

令和
5年

建物
5件

林野
2件

その他
2件

建物
5件

林野
2件

その他
5件

建物
9件

その他
3件

高萩市市勢要覧　資料編

（件）
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活
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境
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概
要

埼玉県飯能市
 平成15年11月1日盟約

山形県新庄市
 平成元年4月27日盟約

はぎまろ 花 木 鳥

はぎ まつ きじ

市制施行｜昭和29年
主な交流｜飯能まつり
	 飯能新緑ツーデーマーチ

市制施行｜昭和24年
主な交流｜新庄まつり
	 萩っ子歴史探検隊など

市章（昭和30年2月19日 制定） 歴代市長

高萩市キャラクター 市の花·木·鳥（昭和49年3月29日 制定）

江戸時代、松岡城主で水戸藩附家老を務めた中山信
吉公の出身地が飯能市であることが縁。
市域全体が奥武蔵県立自然公園に属しており、スギ·
ヒノキの「西川材」の産地として有名。

高萩の松岡領主(1606 年-1622年)を務めた戸沢政盛
公が、後に出羽国(現在の新庄市)の初代藩主である
ことが縁。
自然あふれる個性豊かな山々に囲まれたまちです。

はぎロードに突如現れた萩の妖精 「はぎまろ」 。
10歳の男の子で、扇で「 元気」 「 やる気」 「 輝き」 
の風を送ります。

高萩市の 「高」 を、簡潔に図解化したもの。
市の円滑協力性と発展性を強く表現しています。

HANNOUSHINJO

山車·神輿が見どころ。10万人が集まり賑わう。260年超の歴史がある。ユネスコ無形文化遺産。 飯能まつり新庄まつり

ツーデーマーチ萩っ子歴史探検隊 中山信吉公戸沢政盛公

友
好
都
市 

f
r
ie

n
d

s
h

ip
 c

it
y

市の花 「はぎ」 を
モチーフにデザイン

『 秋の七草』 の筆頭であるは
ぎ。 優美な花と強い生命力
をもち、 市名の一部にもなっ
ています。はぎのように、ま
ちの力強い発展を願います。

古来よりめでたい木といわ
れ、市内の海岸·山地などに
多く生育。旧町名の 「 松原」 

「 松岡」 など、松にちなんだ
名前があります。

古来より愛情の深い鳥として
知られ、市内にも数多く生
息。きじのように、あたたか
い気持ちに包まれたまちづく
りを願います。

上部の両翼

飛躍

向上
中央の尖剣

初代
2・3・4
5・6・7
8
9

10・11・12
13
14・15
16
17・18

小峰  威夫
安村  篤 
鈴木  藤太
大高  省三 
鈴木  藤太
大久保  清
岩倉  幹良
草間  吉夫
小田木  真代
大部  勝規

昭和 29年  11月 23日
昭和 33年  12月 25日
昭和 45年  12月 25日
昭和 57年  12月 25日
昭和 61年  3月 2日
平成 2年 3月 2日
平成 14年  3月 2日
平成 18年  3月 2日
平成 26年  3月 2日
平成 30年  3月 2日

昭和 33年  12月 24日
昭和 45年  12月 24日
昭和 57年  12月 24日
昭和 61年  1月 30日
平成 2年 3月 1日
平成 14年  3月 1日
平成 18年  3月 1日
平成 26年  3月 1日
平成 30年  3月 1日

在任中

代 氏名 就任 退任
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